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登壇 

 

司会：これから 2025年 2月期第 1四半期ウェブ決算説明会を始めます。まず前半 10分程度で、

決算の概要についてご説明いたします。その後は、質疑応答の時間を設けております。事前にメー

ルでご案内しております方法にて行いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、安藤よりご説明を始めさせていただきます。 

安藤：改めまして、株式会社識学、代表の安藤でございます。今日はお集まりいただきましてあり
がとうございます。 

第 1四半期の決算のご説明をしたいと思います。 

グループ全体では 13億 3,000万円で、グループの売上としては過去最高でした。 

昨年が大きな赤字のスタートだったところから、今期は約 9,000万の営業利益を出すという形でス

タートができています。 

メインの組織コンサルティングのところも、スポーツエンタテインメント事業のところも、順調に

売上の方が拡大できておりまして、1クォーターとしては非常に順調に育ってきたと思っておりま

す。 

VC ファンド事業の方では、4月に 1号ファンドの投資先でありますイタミアート社の上場もする

ことができたということでございます。 

連結の損益計算書でございますが、ご覧の通りということで、売上は前年比プラス 11.2%でござい

ます。 

今期から、広告宣伝費の効率化を一つのテーマとして進めていっております。広告宣伝費は大幅に

削減ができてるんですけど、アポイントの方は変わらず取れてるという状況でございまして、こち

らの方は一定成果が出てきてるところでございます。 

結果、営業利益・経常利益・純利益ともに、年間の進捗を上回る形で進んでいってる、そういう状

況になってると思います。 
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セグメント別のところでございますが、メインの組織コンサルティングをしっかり伸ばしながら、

まだ親会社からの支援がない中ではなかなか厳しいところではございますが、スポーツエンタテイ

ンメント事業も昨年比プラス 43.4%というところで、売上を伸ばしているところでございます。 

組織コンサルティングの四半期のところは、こちらも 3四半期連続で過去最高を更新しております

ので、いったんの停滞期を越えて、上昇トレンドには徐々に乗りつつあるというふうに捉えており

ます。 

今後の展開ですけども、メインの収益事業でありますマネジメントコンサルのところは、やはりこ

のプラットフォームサービスを中心に組み立てていく。プラットフォームサービスをしっかり積み

上げていきながら、マネジメントコンサルティングの受注額の増加を進めていきます。 

さらに、このプラットフォームサービスのクライアント数の積上げをしていく中で、プラスアルフ

ァのサービスを提供していく、アップセルをしていくという形で、識学キャリアであったり、この

クォーターで始めましたマーケティングの BPOであったり、そういったところの拡大を進めてい

きたいと思います。 

もう一つの成長シナリオは、企業再生、VCと、今ファンドで進めているようなところはございま

すが、そこが、後ほど公示しますけれども、一定成果が出てまいりました。 

やはり、特に中でもこの企業再生側のところに関しましては、識学社としての最大の強みを発揮で

きるポイントかなと思っておりますので、今期、新生銀行とやってるファンドでも追加投資をしっ

かり進めていくということと、今後はファンドの継続なのか、自社で進めていくのかも含めまし

て、この企業再生というところには、しっかりと軸足を置いて進めていきたいなというふうに思っ

ております。 

プラットフォームサービスの拡大ということで、このクォーター進めていったことでございます

が、まずは月額を 20万円から 30万円に値上げしました。 

その中で解約率をしっかり抑えていきながら、新規を獲得していこうということを進めてまいりま

した。結果、契約社数に関しては大きく伸ばすことはできなかったものの、売上に関してはしっか

り伸ばすことができています。 

1社 1社にしっかり向き合っていくにあたり、やっぱり 20万では少し安いところがありましたの

で、30万しっかり頂いて、その中でお客様にしっかりご満足いただいて、解約を抑えていくとい

う戦略を進めてまいりたいと思います。 
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まだ道半ばで、解約率に関しましても新規の獲得に関しましても、全く満足いく状況ではないんで

すけど、その中でも数字がしっかり積み上がってきてるっていうのは、ポジティブかなというふう

に思っております。これがある程度理想に近づいてきたときには、月 500万、600万ぐらいの純増

っていうのも実現可能なんじゃないかなというふうに考えております。 

マネジメントコンサルの方ですが、受注金額は過去最高。中でも、大企業の方はリピート発注等も

重なりまして、1億 5,000万の受注を頂いているところでございます。こちらの方も、数年かけて

取り組んできた成果が徐々に出てきてるんじゃないかと思っております。 

ファンドの方ですが、大きく VC の方は三つありまして、1号ファンドは投資 8社のうち IPOは 3

社ということで、8分の 3ということでかなり高い確率で上場出すことができている。2号ファン

ドの方は 17社投資が終わりまして、進んでいる。TKPと共同出資の新進気鋭スタートアップファ

ンドの方は 4社というところで、今投資を進めている状況でございます。 

1号ファンドは 3社がもう上場しまして、投資金額に関しては回収済み。2号ファンドの方も、ま

だ上場は出てませんけども、リターン見込み額でいうと上回っている状況でございます。新進気鋭

スタートアップファンドに関しましては、まだ始まったばかりと、そういう状況です。 

ハンズオン支援ファンドのところに関しましては、投資先の業績が V字回復をしまして、赤字状

態の会社を 3期連続黒字へ転換することができているということで、こちらもどこかのタイミング

でしっかり EXITを今進めております。 

しっかり識学を導入し事業再生に取り組めば会社を伸ばせるというところのノウハウはつかめてお

りますし、これは元々僕らがずっとやってきたことなので、できるのはもうある程度分かってまし

た。ただ一方で、この事業再生を進めていくにあたって、投資ができてなかったというのはこの 1

～2年間の反省でございまして、今期は少なくとも 2社ぐらいは投資をしたいなと思ってます。 

今後の一つの大きな柱として、このハンズオン支援を進めていきたいと思っております。しっかり

この事業再生で利益を出すことはもちろんなんですけど、これがうまくいくことによって、既存の

マネジメントコンサル事業の営業難易度を下げていく。識学の有用性をしっかり証明していくこと

によって、本当に先方から、お客様から、何とか識学をやりたいですというふうに言ってもらえる

ような数を増やしていく、ということを理想の形として進めていきたいと思っております。 

一つの KPIとして、コンサルタントの数ということで、一定、数をしっかり伸ばさずに 1人頭売

上を伸ばしていきましょうということで進めていったのですが、M&A サービスをやめたりとかも

重なりまして、いったん 70名を切るところまで下がっている現状でございまして、さすがにここ
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までくると、しっかりもう 1回採用しないといけないという状況でございますので、採用の方を今

強化しています。 

受注単価が上がりましたというところが、もう一つのポイントです。 

後は、また見といていただければと思います。以上でございます。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、ここから質疑応答の時間といたします。 

ご質問がある方は、手を挙げるボタンを押してお待ちください。こちらから順番にミュートの解除

依頼をいたしますので、依頼が画面に表示された方は解除してからお話しください。また、ご質問

の際は、会社名とお名前を先におっしゃっていただいてからご質問いただけますようお願いいたし

ます。 

ご質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。 

いらっしゃらないようですので、それでは以上にて、2025年 2月期第 1四半期ウェブ決算説明会

を終了いたします。 

なお、弊社では積極的に 1on1ミーティングを実施させていただいております。今後の成長戦略に

ついても、より詳細にディスカッションさせていただきたいと考えておりますので、何とぞよろし

くお願いいたします。 

本日はご参加、誠にありがとうございました。 

安藤 [M]：ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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